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Ⅰ．緒　言
　腕足動物門の舌殻亜門（Linguliformea）は，近年
まで無関節綱（Inarticulata）として現在の頭殻亜門
（Craniiformea）と共にまとめられていた一群である。
シャミセンガイ科（Lingulidae）は，舌殻亜門の中で
唯一現生種が知られる舌殻綱シャミセンガイ目（カン
ブリア紀前期～）に属し，石炭紀からすでに化石が知
られる，いわゆる系統的に古い動物である（馬渡， 
1992；倉持，1996，1999；佐藤，2000；倉持ほか，
2001；Emig，2003，2012；Taylor and Lewis，
2005）。日本では，ミドリシャミセンガイ Lingula 
anatina （Lamarck，1801），ウスバシャミセンガイ L. 
reevei Davidson，1880， オ オ シ ャ ミ セ ン ガ イ L. 
adamsi Dall， 1873，ドングリシャミセンガイ L. 

rostrum （Shaw， 1798）の現生 4種が確認されている
（倉持，1999， 2001；明石ほか，2012）。瀬戸内海で
はミドリシャミセンガイとウスバシャミンセンガイ，
ドングリシャミセンガイの 3種の出現報告がある（稲
葉，1988；吉郷，2004；愛媛県，2012；岡山県，
2012；明石ほか，2012）。また，同じく舌殻綱シャミ
センガイ目に属するスズメガイダマシ科（Discinidae）
の 2属 3種も日本周辺から報告されており，瀬戸内
海ではスズメガイダマシ Discradisca stella（Gould，
1926）とスゲガサチョウチン D. sparselineata Dall，
1920の 1属 2種の出現記録がある（稲葉，1988；岡
山県，2012）。
　日本産シャミセンガイ類は，分類学的に混乱がある
ものの，いずれも生息環境の悪化により各地で絶滅が

要旨：シャミセンガイの１種 Lingula sp.が広島県ハチ干潟，細ノ洲から採集された。本標本はウスバシャミセンガ
イに酷似するが，筋肉痕の配置において違いも確認された。また，塩飽諸島広島沖合からは，これまでの瀬戸内海
から報告があった既知 2種とは殻の形態が異なるスズメガイダマシの 1種 Discradisca sp. が確認された。これらの
浅海産腕足類は日本各地で絶滅が報告され，西日本の 5県で絶滅危惧種あるいは準絶滅危惧種に指定されており，
詳細な観察に基づく正確な種の分類とともに出現記録を正式に残すことが保護上必要である。
キーワード：腕足類，絶滅，瀬戸内海，広島県，レッドデータブック

Abstract: The linguliformean brachiopod Lingula sp. was found in the intertidal flats of Hiroshima Prefecture, Western 
Japan, and is briefly described here. Another linguliformean brachiopod Discradisca sp. was also collected from the 
Shiwaku Islands area in the Seto Inland Sea. These brachiopods are endangered all over Japan and designated as nearly 
extinct species by five prefectures of Western Japan. Accurate identification and official occurrence records of these 
shallow-water brachiopods are required for their conservation. 
Key words: brachiopod, extinction, Hiroshima Prefecture, red data book, Seto Inland Sea
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報告され，保護が急務であることが指摘されている（和
田ほか，1996；倉持，1996；佐藤，2000；倉持ほか，
2001；小澤ほか，2001；野生生物調査協会・Envision
環境保全事務所，2012；逸見，2012）。広島県では
2003年に出版されたレッドデータブックの改訂作業
が 2009～2011年にかけて行われる中で県内の干潟の
生物相調査を実施したところ，広島県竹原市，尾道市
の干潟においてウスバシャミセンガイと考えられる標
本を得ることができたので，その出現記録及び形態観
察結果及び分類学的コメントを述べる。一方，2010
年に広島大学生物生産学部附属練習船豊潮丸による塩
飽諸島広島沖合で底生生物の調査中にスズメガイダマ
シ科の一種を採集できたので，本種の出現と形態観察
結果についても合わせて報告する。

Ⅱ．材料と方法
　シャミセンガイの採集は 2010年 6月 13日，2010
年 8月 23，25日の昼間の干潮時にそれぞれ，尾道市
沖細ノ洲（33°22′7.5″N，133°7′50.4″E），竹原市沖ハ
チ干潟（33°19′30.2″N，132°53′53.2″E）で行った。 
完全に干出した干潟において移植鏝，スコップで掘り
返して埋住動物を探索中にシャミセンガイ類は発見さ
れた。
　スズメガイダマシの採集は 2010年 11月 9日に塩
飽諸島広島北東沖（34°24′47.4″N，133°43′53.4″E-34°
24′58.2″N，133°43′43.2″E）において広島大学生物
生産学部附属練習船豊潮丸によるドレッジ調査を行っ
た。
　得られた標本は 70～99%アルコールで固定した後，
実験室に持ち帰って光学顕微鏡を用いて外部形態を観
察し，その後，解剖して筋肉痕の配置など内部形態の
観察も行った。なお，本研究で観察した筋肉などの分
類形質には最新の知見に合わせた適確な日本語の名称
のないものが多かったため，記載文中で新たに名称を
与えるとともに，古称と英名，さらに図中で用いた略
記を括弧内で併記した。これらの英名については，
Emig（1982）および Emig（2012）に基づいた。観察
を終えた標本はすべて国立科学博物館に登録した（標
本登録番号 NSMT-Te871-875）。

Ⅲ．結果
1．シャミンセンガイの 1種 Lingula sp.（図 1A-G）
（1）調査個体
　2個体（NSMT-Te873，874），尾道市沖細ノ洲（33°
22′7.5″N，133°7′50.4″E），2010年 6月 13日；3個
体（NSMT-Te871，872），竹原市沖ハチ干潟（33°19′

A. 採集直後のシャミセンガイの 1種 Lingula sp.（竹原市ハチ干潟，
2010年 8月 23日採集），肉茎の長さが殻の 2倍以上ある，スケール
=1 cm; B. 同，殻の拡大，外套頂部に黒色の模様がある，スケール
=5 mm; C. 背殻をはずし，消化管と生殖巣を取り除いた状態のシャ
ミセンガイの 1種 Lingula sp. （尾道市沖細ノ洲，2010年 6月 13日
採集），スケール =3 mm; D-E. Lingula sp. の背殻（D）および腹殻（E）
にみられる筋肉痕の配置（ともに殻の外側からみた配置）; F-G. 同，
背殻（F）および腹殻（G）からみた筋肉の配置の模式図，Aa，前閉
殻筋，Ap，後閉殻筋，Ll，縦走側筋，Oa，前方斜筋，Oia，前方内
斜筋，Oim， 中央内斜筋，Oip，後方内斜筋，Ola， 外側斜筋，Olm，
内側斜筋，Pl，体壁線。

図 1．シャミセンガイの 1種 Lingula sp.
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Hayasaka （1932）が陸奥湾から記載・報告した
Lingula nipponica Hayasaka，1931をミドリシャミセ
ンガイのシノニムとする裏付けとした。この結果はア
イソザイムによる解析のほか，DNA塩基配列の比較
研究からも支持されている（久住ほか，1994；Endo 
et al.，2001）。一方，近年では，本州と奄美のミドリシャ
ミセンガイの染色体数に違いがみられることが報告さ
れており（Nishizawa et al., 2010），種内変異の検討に
おける核型分析の有用性も示唆されている。今回，広
島県から得られたシャミセンガイの筋肉痕の配置は，
前方内斜筋が前方斜筋の後方に位置して重ならない点
や体壁線が強く湾曲しない点でミドリシャミセンガイ
やドングリシャミセンガイとは顕著に異なり，ウスバ
シャミセンガイのものに酷似していた。しかし，中央
内斜筋が体壁線から離れて内側に湾曲する点や，中央
内斜筋の後端が後方内斜筋の位置に達しない点など，
ウスバシャミセンガイとの違いもみられた。ウスバ
シャミセンガイは模式産地のハワイ固有種とも考えら
れている（Emig， 1978）ことから，今後は本研究で
確認された形態的差異が種内変異によるものなのかも
含めて，内部形態の観察，分子系統学的手法，さらに
核型分析を用いた日本産シャミセンガイ類の再検討が
必要である。

2．スズメガイダマシの 1種 Discradisca sp.（図 2A-C）
（1）調査個体
　1個体（NSMT-Te875），塩飽諸島広島北東沖（34°
24′47.4″N，133°43′53.4″E-34°24′58.2″N，133°43′
43.2″E），水深 21 m，2010年 11月 9日 （採集者：広
瀬）
（2）形態的特徴
　背殻は前縁が少し尖った円形で，殻は厚く，殻長は
約 7 mm。色は褐色で，表面に間隔の広い明瞭な放射
条がみられる（図 2A）。殻表面には同心円状の成長脈
もみられるが，模様が網目状になるほど顕著な隆起線
にはならず，放射条との交点で瘤状に隆起することが
多い（図 2B）。背殻の殻頂は中央からやや後方にずれ
た位置にあり，色は淡黄色で放射条はほとんどみられ
ない。腹殻は前縁が少し尖った円形で中央部がわずか
に隆起する。殻は非常に薄く白色で，表面には背殻よ
りも間隔のあいた明瞭な放射条がみられる（図 2C）。
表面に同心円状の模様はみられない。肉茎板
（peduncular area）は大きな楕円形からハート型（図
2C）。棘毛は前縁で特に長く，殻長とほぼ同じ長さに
達する（図 2A）。
（3）分類学的コメント

30.2″N，132°53′53.2″E），2010年 8月 23，25日（採
集者：大塚・富川）
（2）形態的特徴
　殻は薄く，角が丸みを帯びた長方形（図 1A）。前縁
は直線的だが，大型個体では中央部がやや突出する（図
1B）。殻頂は後端に位置する。観察個体の殻長と殻幅
は各々，殻長 15.0 mm，殻幅 7.0 mm（NSMT-Te872）；
殻長 16.4 mm，殻幅 6.6 mm（NSMT-Te871）；殻長
18.2 mm，殻幅 8.8 mm（NSMT-Te874，解剖個体）；
殻長 20.8 mm，殻幅 7.7 mm（NSMT-Te871，解剖個体）；
殻長 26.3 mm，殻幅 10.1 mm（NSMT-Te873）であった。
殻は淡い黄緑色を帯び，前縁に向かってやや緑色が濃
くなる。殻前縁の外套頂部には褐色から黒色の不規則
な模様がみられる（図 1B）。肉茎は細く乳白色で，表
面は厚く透明なクチクラ層に覆われる。肉茎の長さは
20～40 mmで，生時には殻長の 2倍以上に達するこ
ともある（図 1A）。背殻内側の前方には発達した前方
斜筋（側筋：anterior oblique muscles，Oa）と前閉殻
筋（anterior adductor muscles，Aa）の固着がみられ
る（図 1C，D，F）。腹殻内側の前方では前閉殻筋の
両側に発達した外側斜筋（外斜筋：anterior lateral 
oblique muscles，Ola）と内側斜筋（内斜筋：median 
lateral oblique muscles，Olm）が固着する（図 1E，G）。
腹殻内側の後方では，前方内斜筋（中斜筋：anterior 
internal oblique muscles，Oia）と後方内斜筋（中斜筋：
posterior internal oblique muscles，Oip）が離れており，
前方内斜筋は前方斜筋の後方に位置して重ならない。
縦走側筋（longitudinal lateral muscles，Ll）で縁取ら
れた体壁と殻の付着部位である体壁線（perimial line， 
Pl）は緩やかに湾曲しており左右対称。中央内斜筋（中
斜筋：median internal oblique muscles，Oim）の固着
部位は前後に長く，後方に向かうにしたがって体壁線
から離れて内側に湾曲する（図 1E，G）。中央内斜筋
は前方内斜筋とほぼ同じ位置から固着がみられるが，
その後端は後方内斜筋の位置には到達しない。後方内
斜筋は後閉殻筋（posterior adductor muscles，Ap）の
前方に近接する。
（3）分類学的コメント
　日本産シャミセンガイの筋肉痕の配置については，
Emig（1984）が陸奥湾から得られたシャミセンガイ
標本の筋肉痕の配置をミドリシャミセンガイとウスバ
シャミセンガイのものと比較した研究が知られるのみ
である。この中で Emig（1984）は，陸奥湾の標本に
はミドリシャミセンガイとウスバシャミセンガイの中
間的な形質がみられるものの，これを最終的にミドリ
シャミセンガイであると結論付け，早坂（1931a，b），
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れらの生息地の把握が必要である。
　ミドリシャミセンガイ及びウスバシャミセンガイは
日本各地で絶滅が相次いで報告されており，その保全
が急務である（和田ほか，1996；佐藤，2000；倉持
ほか， 2001）。特に，オオシャミセンガイとミドリシャ
ミセンガイは，日本の干潟における準絶滅危惧動物と
しても知られている（逸見，2012）。絶滅の原因は海
岸開発，海砂採取などによる生息地環境の悪化と推測
され，1960～1970年代に同時多発的に日本各地で起
こったとされる（倉持ほか，2001；熊本県希少野生
動植物検討委員会，2009；愛媛県，2012；岡山県，
2012；広島県， 2012）。現在，ミドリシャミセンガイ
の生息が確認されているのは，青森県陸奥湾，岩手県
大槌湾，静岡県下田沖，岡山県，山口県秋穂湾・山口
湾，愛媛県宇和海，高知県土佐湾，有明海，熊本県緑
川・白川・球磨川の河口，奄美大島笠利湾，沖縄県沖
縄島・屋我地島であるが，いずれも漁獲や埋立による
減少が危惧されている（和田ほか，1996；倉持，
1996；佐藤，2000；倉持ほか，2001；小澤ほか，
2001；倉持・藤本，2002；熊本県希少野生動植物検
討委員会，2009；愛媛県，2012；岡山県，2012；野
生生物調査協会・Envision環境保全事務所，2012；逸
見， 2012）。ただし，各地の潮下帯には今でも比較的
多くの個体が生息している可能性があるとも考えられ
ている（逸見，2012）。一方，ウスバシャミセンガイ
は有明海，広島県ハチ干潟から生存が報告されている
のみである（倉持ほか，2001；吉郷， 2004）。しかし
倉持ほか（2001）は，ミドリシャミセンガイと日本
から報告されたものの中には本種が混在している可能
性があると指摘している。このほか，明石ほか（2012）

　本種は瀬戸内海から報告がある 2種のうち，背殻の
表面に明瞭な放射条と僅かな同心円状の成長脈がみら
れる点でスズメガイダマシに似る。しかし，腹殻にみ
られる放射条の間隔が広い点は，スズメガイダマシと
は顕著に異なり，むしろスゲガサチョウチンに近い。
本種の背腹殻にみられる間隔が広い放射条は，
Discradisca属の既知種の中では，インド洋から報告
がある Discradisca indica（Dall，1920）と酷似して
いる。これまで D. indicaは日本からの報告はないが，
Dall（1920）が観察した D. indica と思われる標本の
中にはフィリピンから得られたものもあり，さらに
Bitnerら（2008）はインドネシアから記載された
Discinisca keiensis Jackson and Stiasny，1937を D. 
indica のシノニムとしていることから，D. indica が
西太平洋まで分布している可能性も十分考えられる。
今後は本種が D. indica である可能性も考えて詳細な
観察を行うとともに，これまでに報告のある日本産の
スズメガイダマシ科標本についても慎重に精査してい
く必要がある。

Ⅳ．考察
　本研究で採集された腕足動物 2種の観察では，瀬戸
内海から報告がある既知種との類似性が確認された一
方で，内部形態や背腹殻の詳細な観察により，これら
既知種との差異も明らかになった。このように，日本
産シャミセンガイ目の分類や多様性は未だ解決すべき
点が多く残されており，実際にはこれまで報告されて
きたよりも多くの希少種や固有種が，限られた海域に
生息している可能性が考えられる。これらの保護を行
う上では，詳細な観察に基づく正確な種の分類と，そ

図 2. スズメガイダマシの 1種 Discradisca sp.
 A. カキ殻に固着したスズメガイダマシの 1種 Discradisca sp.明瞭な放射条と長い棘毛がみられる，スケール =5 mm; B. Discradisca sp. の背殻
表面にみられる放射条と成長脈，スケール =1 mm; C. Discradisca sp. の腹面，間隔のあいた放射条と大きな肉茎板（矢尻部）が目立つ，スケー
ル =2 mm。
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るものの，2012年出版の改訂版において初めてシャ
ミセンガイの 1種（Lingula sp.として）が準絶滅危惧
種として掲載された（広島県，2012）。今後は，これ
らの成体の生息域を保護することも必要であるが，浮
遊幼生が生息する海域の保全も同時に考えていかねば
ならない。
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度の調査活動において行われた。本研究の支援をいた
だいた井原庸氏，岩崎貞治氏には記して感謝する。

【文献】
明石英幹・滝川祐子・倉持卓司・吉松定昭・野村美加・多田邦

尚 （2012）: 瀬戸内海備讃瀬戸海域から得られたドングリ

シャミセンガイ Lingula rostrum （Shaw，1897） の記録，南

紀生物，45，19-21．

稲葉明彦 （1988）: 瀬戸内海の生物相 II．広島大学理学部付属

向島臨海実験所， 475pp．

愛媛県 （2012）: 愛媛県レッドデータブック．http://www.pref.

ehime.jp/030kenminkankyou/080shizenhogo/00004541040311/ 

（2012年 5月 16日閲覧）

岡山県 （2012）: 岡山県版レッドデータブック 2009．http://

www.pref.okayama.jp/seikatsu/sizen/reddatabook/ （2012年

5月 16日閲覧）

岡山大学理学部付属牛窓臨海実験所 （2012）: 岡山大学理学部

付属牛窓臨海実験所 http://www.science.okayama-u.ac.

jp/~rinkai/ushi.htm （2012年 7月 11日閲覧）

小澤宏之・山本拓良・名和純 （2001）: 沖縄島で採取されたミ

ドリシャミセンガイ Lingula anatina （Lamarck，1801）．

南紀生物，43，167-168．

熊本県希少野生動植物検討委員会（2009）: 改訂・熊本県の保

護上重要な野生動植物．熊本 県，595pp．

倉持卓司（1996）: 奄美大島産ミドリシャミセンガイについて．

南紀生物，38，141-142．

倉持卓司（1999）: 日本周辺海域産現生腕足類目録．南紀生物，

41，155-158．

倉持卓司・木村キワ・藤本和恵（2001）: 日本周辺海域産シャ

ミセンガイ属の再検討．南紀生物，43，112-116．

倉持卓司・藤本和恵 （2002）: 奄美大島の干潟におけるミドリ

シャミセンガイの分布 南紀生物，44，61-63．

佐藤正典（2000）: 有明海のシャミンセンガイ．佐藤正典編 : 『有

明海の生き物たち』海遊舎，210-211．

は香川県備讃瀬戸海域からドングリシャミセンガイを
報告している。これら日本から報告のあるシャミセン
ガイの仲間は，これまでほとんど殻の色彩と外見のみ
に基づいて分類されてきた（小澤ほか，2001；倉持，
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認されているのは，東京湾，淡路島，長崎県平戸，相
模湾，岡山県牛窓，大阪湾である（Dall，1920；岡山
大学理学部付属牛窓臨海実験所，2012）。しかし，本
研究の詳細な観察においてこれら両種と異なる形態的
特徴をもつ種が瀬戸内海において確認されたことか
ら，これまで上記いずれかの種として報告されたもの
の中にも，さらに別の種が混在している可能性がある。
また，スズメガイダマシ科については既知種の形態情
報すら未だ整理されていないのが現状であることか
ら，今後は詳細な形態観察と併せてタイプ標本の再研
究に基づく分類学的検討を行う必要がある。
　野生生物の絶滅に歯止めをかけるため，各都道府県
は啓蒙的なレッドデータブックを発行しているが，ミ
ドリシャミセンガイを絶滅危惧種あるいは準絶滅危惧
種として報告しているのは長崎県，佐賀県，熊本県，
岡山県，愛媛県の 5県にすぎない（野生生物調査協
会・Envision環境保全事務所，2012）。広島県では稲
葉（1988）が向島と田島でミドリシャミセンガイの
出現を記録し，その後，吉郷（2004）は竹原市ハチ
干潟からウスバシャミセンガイの出現を報告している
が，これらのシャミセンガイ類は 1995，2004年に出
版された広島県レッドデータブックで取り上げられた
ことはなかった（広島県，1995，2004）。しかし近年
の生息環境の減少・劣化，日本全国における絶滅・減
少傾向を考慮した結果，両種は分類学的に混乱してい
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